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「世界から選ばれる福岡県の実現」に向けた本県のスポーツにおける戦略

１.アスリートの

発掘・育成
2.国際交流 ３.大会開催



パリ２０２４オリンピック・パラリンピックでの
福岡県ゆかりの選手の活躍

■本県ゆかりの選手の出場について

オリンピック パラリンピック

出場選手数 ３８名 １２名

出場競技数 １７競技 ３９種目 ９競技 １７種目

メダル獲得者数
銀メダル：３名
銅メダル：５名

金メダル：４名
銅メダル：3名

タレント発掘事業
修了生数

８名 ―
金メダル獲得報告をいただいた
パラ柔道 「瀬戸 勇次郎選手」



福岡県タレント発掘事業の取組について

修了生がフェンシング、ラグビー、自転車、陸上競技、ハンドボールで８名出場

■福岡県タレント発掘事業 オリンピックで初のメダリスト２名が誕生

メダル獲得報告をいただいた
フェンシング女子団体のメダリスト「福島史帆実選手」



フクオカ・パラスター・プロジェクト「F-STAR」について

■「F-STAR」について

【目的】 福岡から世界で活躍するパラアスリートを継続的に輩出

【2024年実績】日本車いすテニス協会 Ｕ‐２２クラス強化指定選手（2024前期）１名

発掘プログラム

育成プログラム

対象競技 ７競技

陸上 ゴールボール

水泳 車いすバスケットボール 車いすテニス

ボッチャバドミントン



MOU締結に基づくスポーツを通じた国際交流①

■ハワイ州との交流

■ニューサウスウェールズ州との交流

ハワイ州とのバスケットボール交流

NSW州との野球交流



MOU締結に基づくスポーツを通じた国際交流②

■福岡県におけるバレーボールの国際強化拠点化に向けた取組

【取組概要】

１、アンダーエイジの発掘

２、ジュニアバレーボール競技会・交流プログラムの実施

３、コーチ育成

４、強化合宿・大会事前合宿の受け入れ体制の構築

【２０２４年9月】

福岡県、国際バレーボール連盟、日本バレーボール
協会、オセアニアゾーンバレーボール連盟がMOU
締結に合意



国際スポーツ大会の継続開催 【ツール・ド・九州】

（小倉城クリテリウムの様子） （福岡ステージの様子）

■マイナビ ツール・ド・九州２０２４
１０月11日（金） 小倉城クリテリウム

１０月12日（土） 大分ステージ（別府～日田）

10月13日（日） 熊本阿蘇ステージ（南小国～南阿蘇）

10月14日（月） 福岡ステージ（岡垣～宗像）

海外８チーム、国内10チーム

観客総数：１０１,０００人



大規模国際大会の継続開催 【福岡国際マラソン】

■特徴的な取組

■開催実績
（スタートの様子（平和台陸上競技場） ） （博多駅前を通過する選手 ）

日程 出場者数 代表選考

２０２２大会 １２月４日（日） ７３名
※1

ブダペスト２０２３世界陸上

２０２３大会 １２月３日（日） ２６９名 パリ２０２４オリンピック

２０２４大会 １２月１日（日） ４８１名
※2

東京２０２５世界陸上

※１新型コロナによる人数制限実施 ※２エントリー者数 （入賞選手と招待した子ども達 ）

県民に近い大会

ホスピタリティ

SDGs



大規模国際大会の開催実績 【バレーボールネーションズリーグ】

■バレーボールネーションズリーグ2024福岡大会

◆大会に関連した県の主な取組

日程 ： 2024年6月4日（火）～ 9日（日） 男子大会

11日（火）～16日（日） 女子大会

出場国数 ： 男子8か国、女子8か国

観客総数：84,521人 経済波及効果 ： 3６億800万円

・小学生6年生1,512人を無料招待 ・県産花きを使用したフォトスポット ・再資源化できる素材のスティックバルーンを使用

・ワンヘルスの理念の発信



大規模国際大会の開催実績【WTT FINALS、パルクール世界選手権】

■WTT FINALS FUKUOKA 2024

■第2回FIGパルクール世界選手権・北九州

今大会は世界初の男女シングルス・ダブルス同時開催！

西日本で初めてのパルクール国際大会開催！

日程 ： 2024年11月20日（水）～２４日（日）

県の取組：小学生を無料招待、中学・高校で出張卓球教室を開催、

来場者に県の農林水産物、観光地、ワンヘルスをPR

日程 ： 2024年11月14日（木）～17日（日）

４２か国から約１６０名が参加

試合の様子

試合の様子 試合を観戦する観客の様子



ご清聴ありがとうございました


